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認知症の一人ひとりが、いい日々、いい人生を生ききるために

～世田谷区の「希望条例」と国の「基本法」を日々の中で活かそう！

令和７年度
認知症ケア研修
「世田谷区認知症とともに生きる希望条例
及び認知症に関する制度と動向」

認知症介護研究・研修東京センター
永田 久美子

（世田谷区認知症施策評価委員会委員）



こ の ま ち で 暮 ら し て い る

い い 日 々 、 い い 人 生 を

と も に

「希望条例」

「基本法」

を活かそう！



今日、お話ししたいこと・一緒に考えたいこと

１．これからの方向性と方針・焦点の（再）確認・共有を

   ＊国の「基本法」と区の「希望条例」を日々の道しるべに

２.  共生を日々の中から生みだす（小さな）アクションを、ともに

＊小さな成功体験をいっしょに、楽しく

ẅ日々の中で、即、アクションを、一歩一歩

現場に戻って、できることを一緒に話しあおう

と も に
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１．これからの方向性と方針・焦点の（再）確認・共有

★みんなが無駄や無理をせずに、よりよい日々を
一緒につくりだしていくために

＊国の「基本法」と区の「希望条例」を日々の道しるべに



1960 1970 1980 1990 2000 2010

2025

2020 2030 2040 2050

     ⅜     ⌐

 ⁸ ≤ ≡ ╙   ⌂ 

ᵔ ה▪◔ ה ◔▪

√ↄ↕╪─ √∟─  ה

β ⌐⌂∫√╠ ╠⇔ↄ ╠∑⌂™⁸ ≢ ╠∑⌂™
╩

≤╙⌐

Ἑ ╩╙∫≡ ╠⇔ↄ ⅝╢⁸ ≢≤╙⌐

 ⇔ ™   ⇔ ™    ה

ᵔ ה ה

™ ™ ה

 

格 差

1972₈ ─ ₉

2023 6 2024 1

ה ─ ‎
ה │₈№╡┤╣√ ₉

ה ╠⇔─ ─ ⅜

2019 10 2021 3



認知症観の変革が重要課題
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❶他人事、自分に関わりない、目をそらす ❶自分ごと、自分も関りがある、そなえる

❷本人はわからない、できない  ❷本人なりにわかる、できることがある
話せない、本人の声を聞かない 配慮があれば話せる、声を出せる、声を聴く

❸おかしな言動で周囲が困る  ❸本人なりのワケがある、本人が一番困っている
配慮ない環境で本人が困っている 配慮のある環境なら、楽に暮らせる

❹本人が決めいるのは無理 ❹本人が人生の主人公。本人なりの思いがある
周りが決めてあげる 本人（自分）が決められる（ように支援）

❺地域の中で暮らすのは無理 ❺地域の中で暮らし続けられる
恥ずかしい、隠す、地域から遠ざかる オープンに、地域でともに

❻支援してあげる、支えられる一方 ❻力を活かして活躍、支え合う

Ề暗い、萎縮、あきらめ、絶望的    Ề楽しく、のびのび、前向きに、希望を

古い認知症観（古い常識・文化）  新しい認知症観（新しい常識・文化）

20



＊若い人も、年配の人も、いくつであっても。

＊認知症の初期の人はもちろん、認知症が深まった人たちも！

＊自宅の人も、病院・施設で暮らす人も

＊全国各地で、世田谷区でも

˲ǯׄǔֻǍǚǯșẎўǲ
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世 田 谷 区 内 で も 、 生 き 生 き 暮 ら せ る 人 が 身 近 に い る ！

この10年間の大きな変化
認知症になってからも地域で自分らしく暮らし続ける人が増加
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本人・家族から、「地域差、利用するサービスによる差をなくしてほしい！」

★ 切 実 な 声



ど こ で 暮 ら し 、 ど ん な 状 態 で も 、
尊厳と希望を持って自分らしく暮らせる地域に

共 生 社 会 の 実 現 を 推 進 す る た め の

（2023年6月14日成立、2024年1月1日施行）

認知症基本法

基 本 法 成 立 直 後 の 記 者 会 見

日本認知症本人ワーキンググループ
藤 田 代 表 理 事 （ 本 人 ）

認 知 症 の 人 と 家 族 の 会
鎌 田 代 表 理 事

基 本 法 成 立 ま で
5 年 以 上 に 渡 っ て
本人と家族が、粘り強く提案を続けた。

●成立してからが重要。

どの地域でも、着実に実現に

近づいていくように、力をあわせて。

●社会をよりよく変えていくために

声をあげ続けていく必要がある。



１．名称が重要
法の目的を明示し目的の浸透を図るために、「認知症基本法」ではなく、

「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」と命名された。

２．目 的
 ◆「本人が希望と尊厳を持って暮らすことができる共生社会の実現」めざす。

★共生社会とは

互いが個性と能力を発揮し支え合いながら共生する活力のある社会

３．基本的理念 施策に反映

①理念の筆頭に「基本的人権」

「全ての認知症人が、基本的人権を享有する個人」と明記された

※全ての施策・取組は、人権ベースで。本人視点で企画・実施・評価を

★あたりまえのことを、あたりまえに、自分事として

②理 解

認知症の知識に加え「認知症の人の理解を深める」

「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」の注目点
2023年6月成立、2024年1月1日施行

※認知症予防は、目的ではなく、手段の一つとしての位置づけに

★新しい認知症観（常識）を、今後の啓発・普及のメインに



③認知症バリアフリーの推進

・認知症バリアフリーにより、認知症の人が以下を実現。

・個性と能力を発揮

・全ての本人が社会の対等な構成員

・安心・自立した日常生活の実現

・意見表明の機会・社会参画する機会の確保

ẳ良質な保健医療・福祉サービス
・「本人の意向の十分な尊重」と明示。これを前提に、切れ目ないサービスの提供を。

⑤家族等の支援 
・本人、家族等が地域で安心した日常生活を継続できるよう相談体制整備

⑥研究：共生社会の実現に資する研究

・医学研究に加え、本人の社会参加・共生のための社会環境整備の研究

⑦認知症施策：総合的かつ計画的に推進 ★バラバラでなくつなげ・統合

４．認知症施策推進基本計画等：国は義務、自治体は努力義務
・本人及び家族等の意見を聴いて計画策定、最低5年ごとに評価・検討

★自治体は、地域の特徴に応じた創意工夫が可能（自主性・自由度の重視）

世田谷区では
2021年から
希望計画！
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★①今までの認知症の考え方
（認知症観）を 変える

②本人が発信・参加し、
ともにつくる

③みんなが「「備える」
「私の希望ファイル」

④希望と人権を大切に、暮らしやすい地域を
ともにつくる
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★方向性
希望をもって日常生活を過ごせる

わがまちならではの地域共生（日々の中で実現を）
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2012 2015
新オレンジ
プラン

2019
認知症施策
推進大綱

分野別の発想・やり方を変え、立場を超えて共生を共に創る時代に【共生を共創】

2017

2024
共生社会の実現を
推進するための
認知症基本法

共生社会

＊急増する認知症の人がともに生きていける地域づくりに注力することが

多世代・多様な人たちが、ともに暮らしやすい地域を築く近道
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 ＊DCネットで検索を
ᵼ認知症地域支援推進員

 活動情報集
    【地域共生編】

共生社会は、いつかそのうち・・・の理想論ではない

日々の中で小さな共生が生み出され、わがまちなりの地域共生が広がりつつある

全国の実例集
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２.  共生を日々の中から生みだす（小さな）アクションを、ともに

★いっしょに、できることをみつけてアクションを！

＊「小さな成功体験」を、いっしょに、楽しく



   ①認知症観を変える：日々の中で、新しい認知症観を育て、あたりまえに

         ★介護職員の日々の実践を通じて、本人、家族、地域が変わっていく

＊リーダー、管理者、運営者が率先して

 ②本人の発信を支援し、声を聴く：味方の存在になる

 ③本人の声と力を活かして、暮らしをともにつくる

 ④本人の声と力を活かして、認知症バリアフリー、社会参加を

 地域でともに

（小さな）成功体験等を、ともに

 

日々の中で、（小さな）アクションを

＊日々の中で出来ることを見つけて、地道に続ける。

仲間・味方が、職場、地域の中で増えていく！
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❶他人事、自分に関わりない、目をそらす ❶自分ごと、自分も関りがある、そなえる

❷本人はわからない、できない  ❷本人なりにわかる、できることがある
話せない、本人の声を聞かない 配慮があれば話せる、声を出せる、声を聴く

❸おかしな言動で周囲が困る  ❸本人なりのワケがある、本人が一番困っている
配慮ない環境で本人が困っている 配慮のある環境なら、楽に暮らせる

❹本人が決めいるのは無理 ❹本人が人生の主人公。本人なりの思いがある
周りが決めてあげる 本人（自分）が決められる（ように支援）

❺地域の中で暮らすのは無理 ❺地域の中で暮らし続けられる
恥ずかしい、隠す、地域から遠ざかる オープンに、地域でともに

❻支援してあげる、支えられる一方 ❻力を活かして活躍、支え合う

Ề暗い、萎縮、あきらめ、絶望的    Ề楽しく、のびのび、前向きに、希望を

古い認知症観（古い常識・文化）  新しい認知症観（新しい常識・文化）

①認知症観を変える：日々の中で、新しい認知症観を育て、あたりまえに                                     

ᶝᵹᶎ
ᵫ

＊日々の中で、一人ひとりが、チェンジメーカーに！
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② 本 人 の 発 信 を 支 援 し 、 声 を 聴 く ： 味 方 の 存 在 に な る

ケア職員 「ともにいる」存在
本人のサインにアンテナを立て呼応を続ける

重度になっても、本人が発信を続ける
＊ケア職員だからこそできる支援

ケア職員が本人発信を支えつづけていたら

→看護師も、医師も、本人の声に耳を澄ませる
＊ケア職員の実践を通じ周囲も変わる

×古い常識 ：認知症だと、本人が発信するなんて無理
＊新しい常識：認知症があるからこそ、本人が発信することが重要

（本人が発信し続けられるように支援する）

ケアの原則：本人の声、声なき声（全身のサイン）に、
耳を澄ませる、全身で聴く



＊本人からみたら、あなたはどんな存在？

・声を聴こうとしてくれる人・味方？

・声を聴こうとしない・わかろうとしてくれない人・敵？

＊本人自身は

  どんな体験をしているのか？

  何を望み、何に困り、どんな支えを必要としているのか？

   →本人でないとわからない。

     ■本人はわからない、無理と決めつけないで

 ■本人抜きに、モノゴトを進めないで。

本人の視点にたって、本人の味方になろう

☆まずは、本人を見て、声に耳を澄ませること

・・・家族を受けとめつつ、まずは本人と

☆とらえた声（事実）を集め、本人理解を深めよう

・・・関係者が、ともに
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２
★本人自身が、思いや忘れたくないことを書いている人もいる

・ 走り書きでも、大切な発信

★「書くチャンス」を
・自分のノート（マイノート）
・本人が書きやすい筆記用具

※認知症があっても書ける人が
たくさんおられる

発信：声だけではなく、書ける力も活かそう

わたしには、
わたしなりの
思いや暮らしが
あります。
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世田谷区
アクションガイド



＊できない・・ではなく
どうしたら本人が発信できるか

 繰り返し、みんなで工夫

＊一人ひとりに応じて
試行錯誤しながら

要介護４～５の認知症の人の80%が
声やサインで、意思を表明できる。

＊本人が声・サインを、職員に伝え続ける

→ケア職員、家族、地域の人の

喜びや大きなはりあいになっている

あきらめず、重度の本人が発信できる配慮と環境をつくる

日常的に発信できる 大事な時の意思決定も本人が

認知症が深まった人こそ、本人発信の支援を

∞ⱴfi℮ⅎכ꜡

基本法：本人の意向重視



認知症が中重度の人でも

＊自分なりの意向を、内に秘めている

＊本人は（全身で）自分を現わそうとしている

＊ケア職員が信念をもちながら、自然体で



※周囲の視点：認知症の人の理解や関わりが難しい言動

行動・心理症状 BPSD など

★本人の視点：満たされないことがあるSOSのサイン

苦悩の行動 distressed behavior

介護職員に出会えるまで
声を上げられなかった人、聴いてもらえなかった人、
声をあげているのに誤解され続けていた人が非常に多い

介護職員が、（瞬間）本人の声を聴こうとすること自体が

本人の存在不安を解消していくための、重要なケア



本人発信：★本人同士の力を活かし、次に続く本人の発信の応援を

生活上の些細な不自由、不安や落ち込みで思いをうまく伝えられない
この期間が長引くと自分から発信したり決めることを
諦めがちになっていく

介護職員のみだけで、本人発信を支援しようと頑張りすぎず
地域の本人同士が出会い、本音を出しあえる場につなげよう、つくろう

下を向き、何も語らずにいた本人が、
他の認知症人の体験や励ましを聞くうちに、少しずつ語りだして、

次々と前向きに元気になっていく・・・！

      認知症専門医：専門職が励ますより、本人同士の方がずっと効果的

→



本人の声と力を活かして
ちょっと一緒に、楽しく、自分らしいひと時をともにつくる 弱音を出せる

お参りしたい花を活けたい

あの子（孫）にはがきを

おしゃべりしたい きれいになりたい

③ 本 人 の 声 と 力 を 活 か し て 、 暮 ら し を と も に つ く る

自分なりに続けたいこと・やりたいこと・好きなこと：生きる力の源

本人の声 「暮らしの望み」に関する声が重要

※困りごと・問題のみに目を奪われずに

百人百様：本人に教えてもらいながら、本人の力を活かし、楽しみながら

外に行きたい 買物に行きたい
自分で選びたい

あの木をみたい
その人に会いたい



ちょっと一緒に
たまには飲みたい

ちょっと一緒に将棋したい 新聞見て、話したい

ちょっと
スーパー銭湯に

ひげそって、すっきりしたい

働きたい
（職員とちょっと一緒に

力仕事）

本人の声と力を活かして
ちょっと一緒に、楽しく、心豊かに、自分らしいひと時をともに

百人百様：本人に教えてもらいながら、本人の力を活かし、楽しみながら

男性編！



支えられる一方でない。地域の支え手として活躍！
（自宅, デイ, 小多機,GH,老健、特養、有料、病院でも）

本人が活き活き⇔家族も活き活き⇔地域も活き活き 希望の良循環

Ҧ

本人に多い声（望み）：はたらきたい、活躍したい



時間がない！人手がない！ 余裕がない ！
▲本人の声をもとにした支援は難しい・無理・やれない

ケアが行き詰まる
職員が一生懸命働いても本人の状態がよくならない

→職員の業務負担増、精神的負担増、やりがいない
→職員・チームが育たない
→離職者増、絶望の悪循環

時間がない、人手不足だからこそ
★ケアのあたりまえ水準をあげる

◆本人に関わりながら「声をきく」ことを、自然体であたりまえに

＊本人も、介護職員も、楽になる鍵！ ＊新人にこそ、外国人労働者にも

◆一つでもいいからキャッチした「本人の声」の共有を

＊声を聞き流したり、自分だけ、職場の中だけで声に応えようとせずに

◆ケア関係者と本人の声を伝えあい、話合い、ともに支える流れをつくる

＊ケア現場だからこそキャッチできた声：家族や地域にとっても貴重

＊本人の声から、地域とつながる（連携）チャンスが生まれる

どの業界でも「声を聞く」ことはあたりまえ

基本法
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④本人の声と力を活かして、認知症バリアフリー、社会参加を
 地域でともに *小さな成功体験をともに



＊無理決めつけず、一つからでもともに「望みをかなえる」流れをつくる
＊仲間・味方と出会えるきっかけになる

「○○さんが、こんなこと「やりたい」
※自分の中や職場内でとどめずに

★本人の声をまず地域に伝えることが、大切。地域が本人理解を深めるきっかけに。
★幅広く伝えながら、ちょっといっしょに、やってみませんか～と呼びかけ続けよう
。

★本人の小さな声・望みから、思いがけないつながりが生まれる！
→新たなアイディア・つながり・解決力につながる

実は俺もやって
みたかったんだ。

いいね！
一緒にやってみたい
。

うちの利用者さんの中にも
やってみたい人がいる。
一緒にやれないか。

私たちでよければ
一緒にやりますよ～

・本人とつながりがある人に伝える
・自分や職場のつながりをフルに活かす

包括職員
、
推進員に

本人の声・（小さな）望みを、地域に伝えつづけることで、つながりと仲間が広がる
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まちの喫茶店で（京都市）

飲食店、ファミレス、ドラッグストア、スーパー、お寺、図書館、戸外など多様な場で

まちのお蕎麦屋でさんで（鳥取市） まちのファミレスで（品川区）
パフェを食べたい・・・

まちの薬局で（世田谷区） イートインコーナーで 畑仕事を一緒にした後で（湯沢町）

★本人の視点にたって、本人の声を聴きながら、集まりやすく、集まりたい場で
＊出張型・巡回型で、本人が集い語りあえる場づくりも
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入院中、「家に帰りたい」と望む本人の「声」を聴き流さずに、
本人中心に病院職員チームと地域のケアチーム、地域の人と一緒に話しあい
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認知症は長い経過をたどる：元気な頃から新しい認知症観を学びあい、
本人発信を大切に、ともにいい日々・人生を
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元気な頃から新しい常識を学びあい、本人が発信・社会参加できる環境を
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・

仕 事 や 活 躍 の 支 援

                       

地域での活躍を支援

不安を解消し、前向き

に生きる後押し・仲間

づくり

地域支援チーム

在宅生活支援チーム

施設生活支援チーム

生活のしずらさの解消
を一緒に工夫（自立・
自信の保持・促進）

（混乱が激しい場合も）
地 域 で の 活 躍 を支 援

自分でできるように
助力、できないことを
さり気なくカバー

地 域 ・ 自 然 の 中 で
生命力を喚起する支援

本人の声・サインを
とらえ、安心・快、
望むあり方を支援

ӽπρϜτʺ έϧΤϣ ᵓΜʺνσΥϤʺ ϬΚϩδο
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https://setagaya-ninsapo.jp/
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ケア職員の強みは・・・

★本人一人ひとりのすぐそばに居られる

 ★暮らし（の一部）をともにできる

 ★本人の自然な声を、聴くことができる

本人の味方の存在になりうる

 ★専門職であると同時に、生活者の一人

素朴に、自分事として
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